
岡山畜産便り 1962.03・04 

畜産ニュース 

ラジオ農業学校畜産放送番組 

（ＮＨＫ岡山第二―午前６時 40分から７時） 

４月 

日曜 項目 テーマ/執筆者 

４水 養鶏 春の管理と駄鶏淘汰 

 岩本敏雄 

５木 経営 これからの畜産経営のあり方（１） 

 蔵知 毅 

11 水 養鶏 育すうで気をつけたいこと 

 川崎 晃 

12 木 飼料 飼料の自給計画 

 三秋 尚 

17 火 養豚 豚の春の管理 

 森谷昇一 

18 水 飼料 春から夏にかけての飼料作物（１） 

 三秋 尚 

19 木 養鶏 中雛大雛の管理 

 川崎 晃 

25 水 酪農 春の乳牛管理 

 岡 秀行 

26 木 衛生 家畜の伝染病を防ぐには 

 石井敏雄 

５月 

１火 飼料 サイレージの詰込みの実際 

 栗山光春 

３木 経営 これからの畜産経営のあり方（２） 

 蔵知 毅 

９水 飼料 春から夏にかけての飼料作物（２） 

 三秋 尚 

10 木 飼料 乾草作りのコツ 

 三秋 尚 

17 木 養鶏 養鶏の消費流通（１） 

 神野一雄 

（備考） 

毎週水、木、金曜日の午後７時 30分から８時まで

再放送が行なわれる。 

 

高梁地区で牛乳石祭 

 高梁農林事務所では、同地区の生乳出荷量が 100

石（18.75トン）を突破したことを記念して、４月１

日午前10時から高梁市の東映劇場で〝牛乳百石達成

記念大会〟を開催した。 

 当日は会場にあふれる 1200 人の酪農家が集まり、

優良酪農家集団の表彰や惣津県酪農大学校長の記念

講演があったほか、同時につぎのような附帯行事も

行なわれた。 

 酪農家慰安行事（演劇）―東映劇場 

 畜産展示会（４月１日～５日）―畜連ドーム 

 学術調査（酪大、岡大農学部による畜産生産基盤

調査＝７～８月）―管内市町村 

 
肉畜処理に新偉力 
新設県営と畜場開場 
 肉畜出荷の合理化と肉畜処理の近代化のため、昨

年６月から完成を急いでいた県営枝肉市場施設は、

このほどと畜場部分の施設かでき上がり、３月 27日

午前９時 30 分から同施設の２階で、県、荷受機関、

建設業者など関係者約30名が集まり開場式を行なっ

た。 

 と畜場施設は鉄筋コンクリート建、延 1,500平方

メートルで、と殺、解体、処理が能率的に行なえる

よう最新の設備を取入れ、各室の配置、運搬の自動

化や衛生面に考慮が払われている。処理能力は１日

に肉牛 100頭、肉豚 100頭で、建設中の枝肉冷蔵庫、

枝肉取引市場の６月中旬完成をまって、肉畜の共同

出荷に新偉力を発揮することが期待されている。 

 
畜連高梁支所（成羽）へ 
乳用種雄牛導入 
 県総合畜連高梁支所では、このほど生乳出荷量 100

石（18.8㎏）突破を記念して、浅口郡から優良種雄

牛ガヴァナーバートンブレースラッド号を購入、同

支所成羽出張所へ繋養した。 



岡山畜産便り 1962.03・04 

 同牛概要はつぎのとおりである。 

名  号 ガヴァナーバートンブレースラッド号 

登  録 ＨＣＡＪ 36078 

生年月日 昭 34．２．２ 

種畜証明書番号 昭 36―岡 31 

血  統 

  父 第60カーネーションガヴァナーインペリア

ルラッド（866ＨＡＡ・176ＨＣＡＪ）昭 22．３．

８ 

  母 ヘンドリクバートンブレースマタドーア

（131730ＨＣＡＪ・ＡＲ22448）昭 27．12．30 

 

豚コレラ兵庫、島根に発生 

 県畜産課へ入った連絡によると、４月に入り島根

県に豚コレラ 20頭が発生、そのほか３月には兵庫県

で各地に百数十頭が出ているので、同課では特に予

防注射の実施と、発生県からの豚の移入をしないよ

う望んでいる。 

 このほか広島県では昨年末から年初めにかけて発

生、最近には発生をみていないが、今年はこれらの

情勢から、５月以降の多発期をひかえ流行のおそれ

もあるので、４月 30 日、５月１日の両日、神戸市で

中国ブロックの各県緊急防疫会議を開き共同した防

疫対策をたてることにしている。 

 県がこのほど昨年度、県下家畜保健衛生所で行な

った豚コレラ予防注射実施頭数をまとめたところに

よると 48,800頭にのぼっており、まだ岡山県下で発

生していないのはこれら防疫処置がかなり徹底した

ためとみられている。 

 しかし畜産課では予防注射の有効期間が半年間で

あることなどから、昨年予防注射を受けたものも再

度注射を受けること。子豚セリ市場へ出すものは必

ず注射を行なうよう注意を要望している。 

 なお、現在県内への豚の移動が禁止されているの

はつぎの府県である。 

 熊本、大分、広島、大阪、千葉、愛知、東京都、

神奈川、埼玉、静岡、兵庫、奈良、島根。 

 
37年度の原料乳、豚枝肉の 
安定基準価格きまる 
 畜産物価格安定審議会の答申にもとづいて、農林

省は３月 31日、37年度の原料乳、指定乳製品、指定

食肉（豚肉）の安定基準価格を決めてこれを告示し、

４月１日から実施することとした。 

  指定畜産物安定基準価格 

原料乳 ㎏当たり工場渡し、27円 73銭（1,875㎏＝

１升換算 52円） 

指定乳製品 安定下位価格 安定上位価格 

バター（1.0㎏） 478円 600円 

脱粉（12.3㎏） 3,300円 4,350円 

全煉（24.5㎏） 3,900円 4,700円 

脱煉（25.5㎏） 3,400円 4,100円 

豚肉（１㎏枝肉）安定下位価格 安定上位価格 

大宮市 250円 340円 

横浜市 250円 340円 

名古屋市 250円 340円 

大阪市 225円 305円 

広島市 220円 300円 

福岡市 220円 300円 

 

事業団大阪市場で豚枝肉の 
買上げを始める 
 肉豚の価格安定のため、畜産振興事業団は、２月

下旬から東京はじめ各地市場で豚枝肉の買上げを実

施しているが、大阪市場では３月 17 日から 30 日ま

でに 2,047頭が買上げられた。 

 このため同市場では、買入価格 220 円の低い水準

ではあるが豚の入荷頭数がふえているにもかかわら

ず、一応価格の低落が防止され、効果を上げたもの

として好感がもたれている。 

 なお買上された枝肉は伊藤ハム、徳島ハムなどが

食肉加工することになっている。 

 

26%伸びる 36年の畜産物生産 

 農林省はこのほど 36 年農業生産指数を発表した。

これによると純生産指数（輸入飼料、家畜をさしひ

いた国内農業の純生産指数）は 135.7（25～27 年平

均＝100）で、前年より 1.8％増となっている。この

うちの畜産は 312.6で、前年に比べ 26.4％の大巾増

であるのにくらべ、耕種部門は 129.3と前年を 1.1％

下まわった。 

 また畜産部門の生産の主な内訳はつぎのようでい

ずれも基準年次の3.5～4.6倍といちじるしい伸びを

みせている。 

品目 指数 前年対比 
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生乳 459.8 12.1％増 

豚 400.1 50.2％増 

鶏卵 351.2 33.0％増 

（にわとりを含む） 


